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会社紹介、自己紹介

◼会社紹介：インターノウス株式会社
⚫人材紹介サービス、人材派遣/SESサービス、IT未経験者の教育及び就職支援
サービス、法人研修サービス

⚫未経験からインフラエンジニアやプログラマーになりたい方へ、無料で研修と
就職支援サービスを行っています。
https://engineercollege.jp/lp/

◼自己紹介：竹本 季史(たけもと ときふみ)
⚫IT業界で約10年間勤務後、インターノウス株式会社エンジニアカレッジ講師。

⚫これまで約800人を未経験者からエンジニアに養成。Linuxサーバー(メール、
OpenSSH、シェルスクリプト、DB、監視、演習)を担当。

⚫LinuCレベル1バージョン10.0の差分教材で「仮想マシン・コンテナの概念と
利用」を執筆。

https://engineercollege.jp/lp/
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LinuCレベル１／レベル２ Version10.0とは

LinuCとは
クラウド時代の即戦力エンジニアであることを証明するLinux技術者認定

✓現場で「今」求められている新しい技術要素に対応
• オンプレミス／仮想化・コンテナを問わず様々な環境下でのサーバー構築

• 他社とのコラボレーションの前提となるオープンソースへの理解

• システムの多様化に対応できるアーキテクチャへの知見

✓全面的に見直した「今」身につけておくべき技術範囲を網羅
今となっては使わない技術やコマンドの削除、アップデート、新領域の取り込み

✓Linuxの範疇だけにとどまらない領域までカバー

セキュリティや監視など、ITエンジニアであれば必須の領域もカバー
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本セミナーについて

⚫LinuCを取得するメリット

⚫エンジニアカレッジでのLinuC学習の進め方について
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LinuCを取得するメリット

⚫ LinuCを取得する5つのメリットを挙げます

資格を持つことの強み

OSの理解が進む

クラウドやコンテナ技術は
Linuxがベース

ベンダーニュートラルな資格

今の現場で必要とされる
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①資格を持つことの強み 客観的なスキルレベルの評価指標になる

⚫ 資格を持っていることで客観的なスキルレベルの評価指標となります

社内の評価

人材市場の評価 お客様の評価

資格取得

• 資格手当
• 人事評価
• プロジェクト割り当て目安
など

• 契約更改時の単価UP
• 業務効率の向上
など

• 就職、転職時のアピールポイント
• 希望する会社とのマッチング
など
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資格による
体系的な知識と技術

業務知識 現場知識

円滑な業務

①資格を持つことの強み 資格による体系的な知識と技術が業務で役立つ

⚫ IT現場で業務を円滑に進めるには資格、現場知識、業務知識があると役立ちます

• 機器を操作するため
の知識
• 製品マニュアル
• 作業手順書
• 機器使用ルール

など

• お客様のサービスに
ついての知識
• 金融業界
• 通信業界
• 運送業界
• 小売業界

など
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⚫ OSはハードウェアとサーバーソフトウ
ェアやアプリケーションとの仲介役を果
たします

OSの
機能

ハード
ウェア管
理・制御

プロセス
管理

ソフト
ウェア
管理

ファイル
システ
ム

ネット
ワーク

セキュリ
ティ

シェル

②OSの理解が進む

サーバーソフトウェア

ハードウェア

OS

アプリケーション

⚫ LinuCの範囲にあるOSの機能を学ぶこと
でシステム全体が理解しやすくなります
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OS機能に該当するLinuCレベル1試験範囲①

•主題1.01：Linuxのインストールと仮想マシン・コンテナの利用

• 1.01.4プロセスの生成、監視、終了

プロセス管理
シェル

•主題1.01：Linuxのインストールと仮想マシン・コンテナの利用
•1.01.5デスクトップ環境の利用

•主題1.02：ファイル・ディレクトリの操作と管理
• 1.02.1ファイルの所有者とパーミッション
• 1.02.2基本的なファイル管理の実行
• 1.02.3ハードリンクとシンボリックリンク
• 1.02.4ファイルの配置と検索

•主題1.03：GNUとUnixのコマンド
• 1.03.1コマンドラインの操作
• 1.03.2フィルタを使ったテキストストリームの処理
• 1.03.3ストリーム、パイプ、リダイレクトの使用
• 1.03.4正規表現を使用したテキストファイルの検索
• 1.03.5エディタを使った基本的なファイル編集の実行

•主題1.06：シェルおよびスクリプト
• 1.06.1シェル環境のカスタマイズ
• 1.06.2シェルスクリプト

https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r101
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r1014
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r101
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r1015
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r102
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r1021
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r1022
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r1023
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r1024
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r103
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r10301
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r1032
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r1033
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r1034
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r1035
https://linuc.org/linuc1/range/102.html#r106
https://linuc.org/linuc1/range/102.html#r1061
https://linuc.org/linuc1/range/102.html#r1062


10© LPI-Japan  all rights reserved.

OS機能に該当するLinuCレベル1試験範囲②

• 主題1.05：ハードウェア、ディスク、パーティション、ファ
イルシステム

• 1.05.1ハードウェアの基礎知識と設定

• 1.05.2ハードディスクのレイアウトとパーティション

• 1.05.3ファイルシステムの作成と管理、マウント

ハードウェア管理・制御

ファイルシステム
ソフトウェア管理

• 主題1.04：リポジトリとパッケージ管理

• 1.04.1apt コマンドによるパッケージ管理

• 1.04.2Debianパッケージ管理

• 1.04.3yumコマンドによるパッケージ管理

• 1.04.4RPMパッケージ管理

https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r105
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r1051
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r1052
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r1053
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r104
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r10401
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r1042
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r1043
https://linuc.org/linuc1/range/101.html#r1044
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OS機能に該当するLinuCレベル1試験範囲③

• 主題1.07：ネットワークの基礎

• 1.07.1インターネットプロトコルの基礎

• 1.07.2基本的なネットワーク構成

• 1.07.3基本的なネットワークの問題解決

• 1.07.4クライアント側のDNS設定

• 主題1.10：セキュリティ

• 1.10.1セキュリティ管理業務の実施

• 1.10.2ホストのセキュリティ設定

• 1.10.3暗号化によるデータの保護

• 1.10.4クラウドセキュリティの基礎

ネットワーク セキュリティ

https://linuc.org/linuc1/range/102.html#r107
https://linuc.org/linuc1/range/102.html#r1071
https://linuc.org/linuc1/range/102.html#r1072
https://linuc.org/linuc1/range/102.html#r1073
https://linuc.org/linuc1/range/102.html#r1074
https://linuc.org/linuc1/range/102.html#r110
https://linuc.org/linuc1/range/102.html#r1101
https://linuc.org/linuc1/range/102.html#r1102
https://linuc.org/linuc1/range/102.html#r1103
https://linuc.org/linuc1/range/102.html#r1104
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③クラウドやコンテナ技術はLinuxがベース

⚫ Linuxはクラウドやコンテナなど様々なオープンソーステクノロジーの土台となっています

引用：https://linuc.org/about/01.html
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③クラウドやコンテナ技術はLinuxがベース

⚫ クラウドやコンテナ技術を使うためには、Linuxの理解が前提となっています

引用：https://training.linuxfoundation.org/ja/blog/why-are-
linux-jobs-so-in-demand/

引用：Open Source Jobs Report 2021
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④ベンダーニュートラルな資格

目的

理解の仕方

資格例

ベンダーニュートラル資格

特定ベンダーに依存しない
体系的な知識、技術を認定

基礎・本質的な理解
=>変化しない

LinuC（Linux技術者認定）
OSS-DB(OSS-DB技術者認定試験)

ITパスポート試験(情報処理技術者試験)

ベンダー資格

特定ベンダーの
製品知識、技術を認定

実務的な理解
=>変化が早い

RHCE（Red Hat技術者認定）
ORACLE MASTER(オラクル認定技術者制度)

CCNA（シスコ技術者認定）

⚫ LinuCはベンダーニュートラル資格のためLinuxの網羅的、体系的な理解ができます
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⑤今の現場で必要とされる 日本の有識者で試験範囲を決定

⚫ LinuC ver.10では日本の有識者によって試験範囲を決定しています

引用：https://linuc.org/linuc/thanks.html
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⑤今の現場で必要とされる クラウド技術の前提知識を試験範囲に含む

引用：https://linuc.org/promo/202206_02/index02.html

•システムアーキテクチャ
•主題2.13：システムアーキテクチャ

•仮想化技術
•副題1.01.2仮想マシン・コンテナの
概念と利用
•主題2.05：仮想化サーバー
•主題2.06：コンテナ

•オープンソースのリテラシー
•主題1.11：オープンソースの文化

⚫ LinuC ver.10はクラウド技術を扱うための基礎技術・知識を試験範囲に含めています

該当する試験範囲
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LinuCメリットまとめ

資格を持つことの強み

OSの理解が進む

クラウドやコンテナ技術は
Linuxがベース

ベンダーニュートラルな資格

今の現場で必要とされる
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⚫エンジニアカレッジでのLinuC学習の進め方について

⚫ 資格勉強でつまづくポイントをスムーズに進めるポイントに変換します

資格勉強でつまづく
ポイント

資格勉強をスムーズに
進めるポイント
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資格勉強でつまづくポイント

⚫ どの教材を使ったら良いのか分からない

⚫ 不明点を聞くことができる環境がない

⚫ 刺激がない

目標設定

学習環境 進捗管理

習慣

⚫ 資格を取る意味を見出せない、活かし方
がわからない

⚫ 受験日を決めていない

⚫ モチベーションの維持が難しい

⚫ 学習が進んでいる気がしない

⚫ 学習のハードルが高く感じる

⚫ 勉強を始めるタイミングがつかめない

⚫ 業務が忙しくて時間が取れない



20© LPI-Japan  all rights reserved.

資格勉強をスムーズに進めるポイント

LinuC合格

目標設定

学習環境 進捗管理

習慣
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資格勉強をスムーズに進めるポイント：目標設定

⚫ 目標設定

⚫ LinuCを取得するメリットを理解する

⚫ 目標設定の5つのポイント

⚫ 標準日程を参考に受験日を決める

⚫ 小さな目標に分割する

本日前半部分
をご参考
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目標設定の5つのポイント

受験日は標準日程を参
考にします（次のスライド）
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標準日程を参考に受験日を決める

⚫ 過去の受講生のLinuC101合格までの実績を参考に標準日程を定めています

⚫ LinuC101では45日が標準日程となっており、これに係数を掛けて受験日を決定します

受験日を係数で調整
早くしたい⇒0.75～1未満
遅くしたい⇒1以上～1.25
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小さな目標に分割する
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資格勉強をスムーズに進めるポイント：進捗管理

⚫ 進捗管理

⚫ 学習実績をトラッキングする

⚫ トラッキングにコメントをもらう
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学習実績をトラッキングする

⚫ 受講生は毎日、ping-tや白本の実績をトラッキング（追跡）します
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トラッキングにコメントをもらう

⚫ 週に1回、受講生が下記のような振り返りと来週の目標のアンケートを記入します

⚫ 講師はこの1週間のトラッキングシートと上記アンケートを確認してコメントをします
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資格勉強をスムーズに進めるポイント：学習環境

⚫ 学習環境

⚫ 教材の指定や教材の使い方の説明がある

⚫ カリキュラム・技術解説セミナーで全体像を理解する

⚫ 参考書や問題集の解説を読んでも分からない点を質問できる

⚫ 同じ資格を目指す同期や合格した先輩から刺激を受ける



29© LPI-Japan  all rights reserved.

教材の指定や教材の使い方の説明がある

⚫ 問題集はping-tとスピードマスター（白本）の使用を勧めています

⚫ 合わせて活用の仕方を説明しています
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カリキュラム・技術解説セミナーで全体像を理解する

試験範囲 カリキュラム LinuC技術解説セミナー

全体像の理解
につながる
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参考書や問題集の解説を読んでも分からない点を質問できる

⚫ LinuC専用の質問掲示板で問題集の解説を読んでも分からない点を質問できます
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同じ資格を目指す同期や合格した先輩から刺激を受ける

「朝早起きしてping-t
ができました！」
@朝会

「今日で白本1周で
きました。」
@進捗報告

「現場ではLinuCの
範囲をよく使うよ。」
@卒業生交流会
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資格勉強をスムーズに進めるポイント：習慣

⚫ 習慣

⚫ 初期ハードルを低くして、学習タイミングを決める

⚫ LinuC学習に使う時間を明確にする
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初期ハードルを低くして、学習タイミングを決める
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LinuC学習に使う時間を明確にする



36© LPI-Japan  all rights reserved.

資格学習をスムーズに進めるポイントまとめ

LinuC合格

目標設定

学習環境 進捗管理

習慣

・資格のメリットの理解
・5つのポイントを押さえた
目標設定
・受験日を決める
・小さな目標に分割

・トラッキングをする
・トラッキングにコメント
をもらう

・教材の使い方
・全体像の理解
・質問回答の環境
・同期や先輩からの刺激

・初期ハードルを低く
・学習タイミングを決める
・使う時間を明確にする


